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魅力あ ふれる
住みよい まちづくり

2
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し
本
決
算
は
開
会

中
の
区
議
会
で

審
議
中
で
す

2
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
現
在
、
第
3
回
区

議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
2
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
歳
入
(
1
千
9
4
8億円
)

2
年
度
も
一
般
財
源
の
特
別

区
税
が
好
調
な
伸
び
を
示
し
ま

し
た

。
特
別
区
税
は
雇
用
の
拡

大
と
所
得
の
伸
び
に
よ
り
4
2
6億

円
、
対
前
年
度
比
‥‥一
%
の
増
。

特
別
区
交
付
金
は
6
8
1億
円
、
対

前
年
度
比
0
.
8
%の
微
増
と
な
り

ま
し
た

。

一
方

、
特
定
財
源
で
は

、
国

庫
支
出
金
が
1
5
5億
円
、
対
前
年

度
比
7
.
4
%の
減

。
都
支
出
金
は
6
1

億
円

、
対
前
年
度
比
2
0
・
0
%

の
増

。特
別
区
債
が
7
5
億
円

、

対
前
年
度
比
1
7
6
・
1
%
の
増
で

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
に
お
け

る
一
般
財
源
の
構
虞
比
は
6
2・
4
%

と
な
り
ま
し
た
。

□
歳
出
(
1
千
8
4
4
億
円
)

行
政
改
革
や
事
務
事
業
の
見

直
し
、
職
員
増
の
抑
制
等
の
努

力
で

、
歳
出
に
占
め
る
義
務
的

経
費
(
ど
う
し
て
も
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
)
の
割

合
が
、
昨
年
よ
り
凵
ポ
イ
ン
ト

減
り
、
4
0
・
1
%

と
な
り
ま
し

た

。節
減
努
力
し
た
財
源
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、(
仮
称
)
ス

イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、(仮

称
)
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ

ー
ル
、
校
舎
の
建
設
や
親
水
水

路
、公
園
、
道
路
、
下
水
道
等

の
整
備
な
ど
、2
1世
紀
に
向
け

て
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
積
極

的
に
充
当
し
ま
し
た
。

区
で
は
、
今
後
も
健
全
な
財

政
運
営
を
図
り
、
さ
ら
に
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

財源別歳入決算額

目的別歳出決算額

性質別歳出決算額

国民健康保険特別会計

歳入決算額354億円

歳出決算額351億円

老人保険医療特別会計

歳入決算額238億円

歳出決算額234億円

〝ゆう あ い らん どさ の〟

2 年度に行った主な事業
1. 首都の生活をささえる自立するまち
Ⅲ商工指導育成 フ506 万円
圀中小企業融貝75, 525 万円
日産集振興 フ288 万円
2. 縁と水の豊かな潤いのあるまち
團親水対策202448 万円
喘緑化推進16550 万円
日公圃整備225204 万円
同河川瀏 匕1472 万円
3. 連帯して築く、心のふれあいの豊か
なまち
圍老人福祉対策467, 667 万円
咄福祉施設整備582155 万円
日生活保霞1, 398, 594 万円
C4】リサイクル推進1637 万円
4. 健康と安全が保障さ れ、安心して住
めるまち
團都市整備44459 万円
S 成人病及び老人保健法に基づく予防
対策4 フ538 万円

nj a 共下 水避 ● 櫑639714 万円

5. 交 遍扼 設のと との った便 利なま ち

㈹交 通対 策3585 万円

1凭道 鬯貰 霎整 備372462 万円

9 都市 黔l i 道路 整備241, 362 万円

側 駐車場対 策1, 254 万円

6. 歴 史や風 土を 愛し 、豊 かな教育 が保障

さ れ、文 化の 創造でき るま ち

吩学 校衢 設整 備655095 万円

e 諏育内 容 の充 実177911 万円

ほ 生 涯瀧 育錺 進27, 587 万円

叫( 仮戳) 児童文 化セン ター ・ホ爿 し建設

78286 万円

囘( 仮 戳) 東 敏 瀬公圜フ ール ・フ ィ ススケ

ート 襴 建設20012 万円

7. 計画実 現のた めの 条件整 備

t l哨 舎 建設 潤金 薯1‘ y瓮604857 万円

e 舎 人新 綻・糂善 新 纖建埀 資金曩f l 金

156895 万円

ほ 総合 文化 矗朖 建屋資 金積立 金

304109 万円

14分野183 人を表彰
平 成3 年 度 足 立 区 功 労 者

1
0月
1
日
「
区
民
の
日
」

に
、
平
成
3
年
度
足
立
区
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し

た

自
治
功
労
、
社
会
福
祉

功
労
な
ど
1
4分
野
で

区
に

永
年
功
労
の
あ
っ
た
1
8
3人の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

(敬
称
略
)

【
自
治
功
労
】

相
川
重

吉
、石
鍋
信
雄
、岩
田
築
治
、

内
田
喜
一
、
大
熊
孝
、
大
友

武
久
、
河
口
金
蔵
、
小
金
井

政
雄
、小
沼
利
重
、小
林
清
、

小
林
良
美

小
谷
野
豊
、
齊

藤
孝
英
、
佐
藤
宗
孝
、
篠
原

章
、清
水
金
蔵
、下
川
正
夫
、

関
内
昇
、
谷
口
英
次
、
長
島

幸
夫
、野
口
清
、
箱
崎
和
好
、

山
崎
金
壽

涌
井
正
夫
、
渡

邉
築
、
渡
邉
義
隆
、
飯
塚
灣

次
郎
、
入
野
宇
市
、
川
上
忠

男
、
榊
千
之
助
、
佐
久
間
盛

次
、
永
田
逸
雄
、
渡
邉
房
雄

【
社
会
福
祉
功
労
】

石

川
昭
夫

佐
藤
千
代
子
、
青

木
繁
男
、
新
井
紀
子
、
石
塚

豊
子
、
稲
垣
豊
、
緒
形
多
津

江
、
木
南
成
男
、
木
下
正
、

坂
田
み
つ
、
佐
々
木
繁
留
、

高
波
登
利
子
、
松
本
文
江
、

宮
入
貞
雄
、
宮
本
カ
ズ
ヱ
、

小
宮
栄
壽
、
鈴
木
築
造
、
鈴

木
源
造

高
谷
勝
、
松
本
敏

郎
【
社
会
生
活
功
労
】

鈴

木
み
の
、
山
野
井
朝
子
、
田

口
三
五
郎
、
齊
藤
武
雄
、
永

田
平
吉
、
伊
藤
末
治
郎
、
草

島
万
三

【
公
衆
衛
生
功
労
】

金

子
敏
央
、
小
林
柴
廠
、
早
川

政
民
、
平
山
恒
夫
、
阿
出
川

剛
士
、
岩
崎
動
治
、
岡
野
義

三
、
黄
川
田
光
夫
、
品
田
弘

一
、鈴
木
晃
二
鈴
木
式
子
、

高
田
幸
子
、
塚
越
昭
、
福
本

寅
雄
、
堀
江
勉
、
宮
久
保
東

秀

、
矢
冨
溥
、
山
田
哲
郎

、

網
代
正
義
、
荻
原
芳
樹
、
中

里
榮
美
子

、
中
條
文
四
、
福

田
稔
、
植
野
照
夫

【
学
校
教
育
功
労
】

梅

責
榮
一

菊
池
孝
之
、
鬻
捶

雄
三
、
永
田
信
夫

、
安
田
幸

雄
、
芦
田
閧
士

、
大
内
繁

、

内
藤
峯
夫

【
社
会
教
育
功
労
】

小

金
井
專
气

遠
山
理
一
、
鳥

之
莓
丈
之
助

、
萩
原
ク
ニ
、

浅
香
孝
子

、
荒
堀
安
行
、
市

川
光
興
、谷
平
英
明
、山
口
章

【
産
業
功
労

】

赤
羽
敬

司
、
石
井
文
雄

、
井
上
留
太

郎
、
小
澤
忠
良
、
北
橋
幸
雄

、

高
橋
健
次
郎
、
中
島
弘
之

、

藤
本
武
信

、
古
沢
忠
雄
、
前

田
吉
雄
、
八
木
一
男
、
谷
古

宇
仙
蔵

【
建
設
功
労

】

新
井
廣

和

、川
瀬
力
蔵
、久
保
田
宗
幸

【
統
計
功
労

】

石
山
鶴

男

、
榎
本
俊
夫
、
大
池
實

、

小
川
司
、
小
山
内
次
雄
、
倉

本
三
郎
、
小
林
フ
サ
子
、
佐

藤
久
、
鈴
木
寛
次

、
高
石
袈

裟
雄

谷
崎
ゆ
り
子
、
沼
田

明
治
、平
田
勇
、
古
一
武
敏

、

古
林
仁
四
男

、堀
口
千
枝
子

、

松
下
舞

吉
田
仁
助
、
渡
邊

長
四
郎

【
納
税
功
労
】

須
川
忠

義

、
横
田
膺
一

【
文
化
功
労
】

小
林
基

治

、佐
藤
た
つ
、
関
口
武
三

、

田
口
和
男
、
矢
萩
喜
代
次
　

【
体
育
功
労
】

角
田
喜

冷
(郎

、
加
藤
和
明
、
酒
井
若

光
、
瀬
田
勝
彦
、
堀
口
福
太

郎
【
徳

行

者
】

芦
川
一

男

、
足
立
解
体
業
協
力
会

、

足
立
区
佛
教
会
、
足
立
民
謡

団
体
連
盟
、
金
子
マ
ツ
、
㈱

バ
ザ
ー
ル
サ
ク
エ
ー
グ
ル
ー

プ
、
㈱
三
浦
工
務
店
三
和
会

会
長
・
前
澤
宗
高
、
㈱
宮
本

商
事
代
表
取
締
役
・
宮
本
一

男
、
亀
有
信
用
金
庶
理
事
長

・
矢
澤
洪
三
、
川
名
康
允
、

サ
リ
㈱
代
表
取
締
役
社
長
・

佐
藤
利
弘
、
宗
教
法
人
立
正

寺
社
会
部
代
表
者
・
小
西
泉

隨
、
大
和
書
道
院
・
大
和
書

道
院
友
の
会
、
竹
勇
会

東

京
江
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
、
東
京
城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
会
長
・
柳
川
義
造

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
足

立
支
部
、
中
田
四
郎
、
長
谷

川
愛
子
、
古
庄
信
雄
、
星
野

雅
司
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
あ
じ
さ
い
、
松
岡
英
吉
、

山
崎
キ
ン
、
山
崎
貞
二
郎
、

㈲
ア
イ
ド
マ
代
表
取
締
役
・

石
井
嘉
男
、
立
正
佼
成
会
足

立
教
会
、
山
崎
治
、
㈱
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ス
ズ
ラ
ン
代
表
取
締

役
・
布
施
良
江

【
人
命
救
助
】

小
川
清

一
、
小
林
章

、
佐
藤
和
昭
、

佐
藤
千
賀
雄
、
杉
山
義
則

松
本
豊
、
村
松
茂
夫
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本 庁 舎1 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

年

金

社
会
保
険

街
頭
相
談

今
月
は
、『
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
』
で
す

。

国
民
年
金
や

、
厚
生
年
金
な

ど
、
社
会
保
険
制
度
全
般
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
や
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
る
方
の
た
め

に

、
区
内
2
ヵ
所
で
街
頭
相
談

を
行
い
ま
す

。

開
催
日
時
・
場
所

▽
1
0月
8
　

貝

火
)
…
西
新
井
駅
東
口
・

サ
テ
ィ

前

▽
1
0
月
9

日

(
水
了

北
千
住
駅
ビ
ル

ー
ル

ミ
ネ
前

両
日
と
も

、
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
受
付

※
当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事

務
所
の
年
金
専
門
官
に
よ
る
、

個
別
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か

血
圧
測
定
も
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
佩

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

6
0歳
の
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て

、
6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に

、
説
明
会
を

行
い
ま
す

。

日
時

1
0月
2
5日
(
金
)
、
午
前

1
0時
と
午
後
2

時
の
2

回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
3

階
会

議
室

対
象

昭
和
6
年
1
1
二
月
2
日
～
　

1
2月
1

日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
に
は

、
別
に
通
知

し
ま
す

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

‘
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

福

祉

戦没者の妻、父母等
および戦傷病者の妻
に対する特別給付金

次
に
該
当
す
る
方
は
、
特
別

給
付
金
が
請
求
で
き
ま
す
。

□
戦
没
者
の
妻

▽
第
1
0回
特
別
給
付
金
と
号

対
象

現
在
受
給
中
の
特
別
給

付
金
の
国
債
償
還
が
、
今
年

で
す
べ
て
終
了
す
る
戦
没
者

の
妻
で
、
昭
和
5
8年
4
月
1
　

日
に
お
い
て
遺
族
年
金
等
を

受
け
て
い
る
方

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
1
4回
特
別
給
付
金
に
号

対
象

第
9
回
特
別
給
付
金
に

号
の
国
債
償
還
が
、
今
年
で

す
べ
て
終
了
す
る
方

□
戦
傷
病
者
等
の
妻

▽
第
1
3回
特
別
給
付
金
へ
号

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き

閇
第
6
回
特
別
給
付
金
ほ
号

を
受
給
し
た
戦
傷
病
者
の
妻

で
、
そ
の
戦
傷
訶
者
が
昭
和

6
1年
9
月
3
0日
以
前
に
公
務

傷
病
以
外
で
死
亡
し
た
と
き

国
今
ま
で
に
戦
傷
病
者
の
妻

に
対
す
る
特
別
給
付
金
を
受

給
し
た
こ
と
の
あ
る
方
で
、

そ
の
戦
傷
病
者
が
昭
和
5
8年

4
月
1
日
か
ら
昭
和
6
1年
9
　

月
3
0日
ま
で
に
公
務
傷
病
以

外
で
死
亡
し
た
と
き

▽
第
1
5回
特
別
給
付
金
い
号

対
象

昭
和
6
年
9
月
1
8日
以

降
の
公
務
上
傷
病
の
た
め
、

平
成
3
年
4
月
1
日
に
お
い

て
障
害
年
金
等
を
受
給
し
て

い
る
戦
傷
病
者
の
妻
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

防
昭
和
5
8年
4
月
2
日
か
ら

平
成
3
年
4
月
1
日
ま
で
の

間
に
、
戦
傷
病
者
の
障
害
の

程
度
が
重
く
な
り
第
5
款
症

以
上
に
な
っ
た
と
き

国
防
と
同
期
間
中
に
戦
傷
訶

者
と
婚
姻
し
、
妻
と
な
っ
た

と
き

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
民
生
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

生

業

資

金

貸
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
で
、
独
立
の
生

計
が
立
て
ら
れ
、
次
の
要
件

に
該
当
す
る
方

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
で
あ
る
　

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規

に
始
め
る

▽
住
民
税
を
蓆

納
し
て
い
な
い

▽
確
実
な

連
帯
保
証
人
を
1
人
つ
け
る

貸
付
額

1
世
帯
あ
た
り
1
5
0
万

円
以
内

利
率

年
3
.
3
%
(据置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法

6
0回
元
利
均
等
償

還
(
6
ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
書
を
貸
付
係

に
提
出

受
付
期
間

1
0月
1
4日
1
2
4
日

※
申
込
用
紙
は

。区
民
事
務
所

、

福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
貸
付
係

現況届の提出を

ひとり親家庭

医療費助成制度

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

制
度
の
受
給
者
の
方
へ
、
1
0月
5

日
ご
ろ
に
現
況
届
の
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。

現
況
届
の
記
載
内
容
を
確
認

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

同
封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不

要
)
で
、
必
ず
期
限
内
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
平
威
4
年
用
の
医
療

証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
用
紙
が
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

1
0月
3
1日

問
合
せ
先

本
庁
責
千
住
)
・

児
童
医
療
担
当

教

育

私
立
幼
稚

園
児
募
集

受
付
開
始

1
1月
1
日

対
象

3
・
4
・
5
歳
児
(
昭

和
6
1年
4
月
2
日
～
平
成
元

年
4
月
1
日
生
)

※
願
書
は
、
1
0月
1
5日
か
ら
各

幼
稚
園
で
配
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

稚
園

平
成
4
年
4
月

入
園
の
区
立
幼

稚
園
児
を
募
集

募
集
す
る
園

表
I

の
と
お
り

受
付
日
時

H
月
1

日
、
午
後

1
時
3
0分
～
3

時
3
0分

、
2
　

日
、
午
前
9
時
3
0
分
I
H

時

受
付
場
所

入
園
希
望
の
区
立

幼
稚
園

応
募
資
格

区
内
在
住
の
4
歳
　

児
(
昭
和
6
2
年
4
月
2
日
～
　

6
3
年
4
月
1
日
生
)
、
5
歳
　
　

(
昭
和
6
1
年
4
月
2
日
～
6
2
　

年
4

月
1
日
生
)

※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
、

各
区
立
幼
稚
園

、区
民
事
務
所

、

教
育
委
員
会
で
1
0
月
1
5日
か
ら

配
付
し
ま
す
。
幼
稚
園
で
の
配

布
は
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
4

時
ま
で
(

土
曜
日
は
正
午
)
。

第
1
次
選
考
(
抽
選
)

3
月
7
　

日

、
希
望
の
幼
稚
園
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
牟

住
)
・

学
事
第
二
係

表1　 区立幼稚園就
学
時
健
康
診
断

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
就

学
時
健
康
診
断
」を
行
い
ま
す
。

保
護
者
あ
て
の
通
知
書
は
1
0

月
9

日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
の

で

、
指
定
の
日
時
・
場
所
で
忘

れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
は
、

印
か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人

登
録
証
明
書
(
手
帳
)
を
持
参

し
、
学
事
第
一
係
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
　

・
保
健
給
食
係
ま
た
は
学
事

第
一
係

生

活
環

境

あ
き
地
の
草
刈

り
に
ご
協
力
を

あ
き
地
に
雑
草
が
生
い
茂
る

と
、
害
虫
の
発
生
や
火
災
の
恐

れ
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
な
ど
、

近
隣
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
き
地
を
所
有
し
て
い
る
方

は
地
域
の
環
境
を
守
る
た
め
に

草
刈
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お

、
附
足
立
区
水
と
緑
の

公
社
で
は
草
刈
り
機
の
貸
し
出

し
(
無
料
)
や
草
刈
り
委
託
(
有

料
)
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

申
込
・
問
合
せ
先

附
足
立
区

水
と
緑
の
公
社

a
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

し
尿
浄
化
槽
の

設
置

者
へ

東
京
都
公
害
防
止
条
例
の
I

部
が
改
正
さ
れ
、
1
0

月
1

日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た

。
こ
れ
に

よ
り
、
処
理
対
象
人

員
が
2
0
1人
以
上
、
5
0
0

人
以
下
の
し
尿
浄
化

槽
に
つ
い
て
も
規
制

基
準
が
定
め
ら
れ

、

指
定
作
業
場
と
し
て

の
届
け
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

該
当
す
る
し
尿
浄

化
槽
を

す
で

に

設

置
、
ま
た
は
着
工
し
て
い
る
設

置
者
は
、
1
1月
末
日
ま
で
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
(
平
成
3
年
8

月
1
日
ま
で
に
水
質
汚
濁
防

止
法
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
施

設
の
届
け
出
を
し
た
方
は
除
き

ま
す
)
。

規
制
基
準
は
表
2
の
と
お
り

で
す
が
、
平
成
3
年
9
月
3
0日

ま
で
に
設
置
、
ま
た
は
着
工
し

て
い
る
場
合
に
は
、
規
制
基
準

は
、
平
成
4
年
4
月
1
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
・
届
出
先

本
庁
舎

♀
住
)・
環
境
課

表2　 規制基準( 一 部分) (単位- g/m3)

BOD- 生物化学的酸素要求量　SS- 浮遊物質

特別区域一東京都 建築基準法施行細則により定めら れた地裁

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
管
分

室
雲
(
3
6
0
2
)
8
8
2
2
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
。
工
事
前
に
申
請
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

計
画
調
整
課
助
成

係合
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 下 水道告示区域

検察審 査候補
予定者訪問調査

に　ご協力を

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は

、

職
員
が
1
0
月
中
旬
以
降
、
検
察

謇
査
会
審
査
員
候
補
予
定
者
の

訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権

を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら

選
ぱ
れ
た
1
1
1
1
人
の
審
査
員
と
同

数
の
補
充
員
で
構
威
さ
れ
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ

た
(
不
起
訴
処
分
)
こ
と
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
組
織
で
す
。

今
回
、選
挙
人
名
簿
か
ら
「
く

じ

」
で
選
ば
れ
た
検
察
審
査
員

候
補
予
定
者
の
方
々
に
は
、
通

知
を
郵
送
後

。
訪
問
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で

、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
不
在
の
と
き
は
、
連

絡
票
を
置
い
て
い
き
ま
す
の
で

係
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎

牟

住
)
　

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

困ったときには

福祉事務所へ

一
生
の
間
に
は
、
自
分
の

努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
よ
う
な
こ
と
に
出
会

う
こ
と
も
あ
り
ま
す

。
そ
ん

な
時
、
福
祉
事
務
所
の
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

特
に
指
定
の
あ
る
も
の
を

除
き

、日
曜
・
祝
日
・
第
2
・
4

土
曜
日
を
除
く
、
午
前
9

時

か
ら
午
後
5

時
で
す
(

土
曜

日
は
正
午
ま
で
)
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方
に

訶
気
な
ど
の
た
め
働
け
な

く
な
り
、生
活
費
、医
療
費
な

ど
に
お
困
り
の
方
に

、
生
活

保
護
の
相
談
に
応
じ
ま
す

。

□
高
齢
者
の
方
に

年
齢
に
伴
い
起
き
る
生
活

の
支
障
を
補
う
た
め

、
日
常

生
活
用
具
の
給
付

、
家
庭
奉

仕
員
等
の
派
遣
、
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す

。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
に

身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付

、
補
装
具
や
更
生
医
療
の

給
付
、
家
庭
奉
仕
員
等
の
派

遣
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す

。

毎
月
第
4
木
曜
日
(

祝
日

の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
1

時

か
ら
4

時
に
、
手
話
通
訳
者

が
相
談
に
5

じ
て
い
ま
す

。

□
精
神
薄
弱
者
・
児
の
方
に

「
愛
の
手
帳

」
の
交
付

、

援
護
施
設
へ
の
入
所
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す

。

□
母
子
家
庭
の
方
に

2
0歳
未
満
の
児
童
の
い
る

母
子

家
庭
の
経
済
的
な
問

題
、
児
童
の
就
学
な
ど
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

自
立
の
た
め
の
事
業
開
始

・
継
続
資
金
、
住
宅
資
金
、

就
職
・
就
学
支
度
金
な
ど
の

貸
付
制
度
の
受
け
付
け
も
行

い
ま
す
。

ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎

等
を
年
2
泊
無
料
ま
た
は
低

額
で
利
用
で
き
る
、ひ
と
り

親
家
庭
休
養
ホ
ー
ム
制
度
の

手
続
き
も
し
ま
す
。

□
女
性
の
方
に

配
偶
者
の
酒
乱
、
暴
力
行

為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
の

相
談
に
応
じ
ま
す

。

□
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
方
に

家
庭
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す

。

日
時

毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
、
午
後
1
時
～
5

時

□
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
へ

児
童
福
祉
司
が
、
子
供
の

養
育

。
障
害
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て

、相
談
に
応
じ
ま
す

。

日
時

毎
週
月
・
木
曜
日

、

午
前
9
時
～
正
午
(
中
部
　

福
祉
事
務
所
は
木
曜
日
の

み
)

問
合
せ
先

管
轄
の
福
祉
事

務
所
(
左
表
参
照
)

福祉事務所一覧
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みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171中 央 本 町 保 健 相 談 所 　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保健予防係 　3882- 1111( 代)

健

康

ア
ル
コ
ー
ル

講

演

会

あ
な
た
の
そ
の

飲
み
方
が
危
な
い

現
代
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
だ
れ
で
も
、
お
酒
の
飲
め
る

時
代
で
す
。
飲
袤
な
い
と
眠
れ

な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
飲
ん

だ
時
の
記
憶
が
な
い
、
急
に
酒

の
量
が
増
え
た
、
そ
ん
な
経
験

の
あ
る
あ
な
た
、
大
丈
夫
で
す

か
。
酒
飲
み
の
危
険
度
、
依
存

症
へ
の
境
界
線
は
ど
こ
に
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

お
酒
で
困
っ
て
い
る
方
、
家

族
の
方
、
酒
と
の
付
き
合
い
を

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

1
0
月
3
1
日
(
木
)
、午
後
　

2
時
～
4
時

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

講
師

高
橋
和
己
氏
(
都
立
松

沢
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員

5
0人
(先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
開
始

1
0月
7
日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

痴
呆
の
お
と
し
よ

り
の
家
族
の
集
い

お
も
と
の
会

嶇
療
は
ど
こ
で
受
け
た
ら

い
い
の
か
″

ど
ん
な
時
は
ど
ぅ
す
れ
歸

痴
呆
の
お
と
し
よ
り
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
方
、
困
っ
て
い

る
方
、
身
近
な
問
題
を
話
し
合

い
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
月
第
3
金
曜
日
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象

足
立
保
健
所
管
内
の
方

申
込
方
法

電
話

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
所
保
健
婦

乳
が
ん
体
験
者

交

流

会

乳
が
ん
を
体
験
し
た
方
に

は
、
手
術
後
、
手
の
む
く
み
や

し
び
れ

、
腕
の
勣
き
や
服
装
の

こ
と
な
ど
共
通
の
心
配
事
が
あ

り
ま
す

。

懇
談
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
や
今
の
生
活
の
様
子
を
語
り

合
い

、励
ま
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時

1
0
月
1
5
日
(
火
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

千
住
保
健
所

講
堂

対
象
の
方

区
内
在
住
の
乳
が

ん
を
体
験
し
た
方

定
員

3
0人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約

受
付
開
始

1
0月
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

千
住
保
健

所
保
健
予
防
課

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

現
在
、区
で
は
寝
た
き
り
の

方
を
対
象
に
、
訪
問
看
護
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

在
宅
で
4
0歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
方
、
ま
た
は
こ
れ

に
準
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
に
お
け
る
療

養
指
導
、
看
護
指
導
、
機
能

訓
練
指
導
等
に
よ
る
家
族
へ

の
支
援
、
お
よ
び
諸
制
度
の

活
用
法
の
指
導

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
―
回

申
込
・
問
合
せ
先

各
保
健
所

保
健
相
談
所

1
0月
1
～
3
1日

食
生
活
改
善
月
間

空

腹

感

は

最
高
の
味
つ
け

毎
日
の
食
事
は
、
お
い
し
い

で
す
か
。

い
つ
の
時
か
ら
か
、
私
た
ち

は
1

日
3
回
食
事
を
摂
る
よ
う

に
な
り
、
身
体
の
リ
ズ
ム
も
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

。

こ
の
リ
ズ
ム
を
無
視
す
る
と
、

太
り
や
す
く
な
っ
た
り

、
成
人

訶
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り

と
、
悪
影
響
も
で
て
き
ま
す

。

し
か
し
、朝
起
き
て
す
ぐ
は
、

だ
れ
で
も
あ
ま
り
食
欲
の
な
い

も
の
で
す

。
日
曜
日
に
家
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
れ
ば

、
夕
食
も

お
い
し
く
な
い
は
ず

。
そ
ん
な

時
は

、
散
歩
や
体
操
な
ど
で
体

を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

運
動
で

、
心
身
も
そ
う
快
に

な
り

、
食
欲
も
高
ま
り
ま
す

。

□
記
念
講
演
会

日
時

1
0
月
2
2
日
(
火
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内
容

明
る
い
老
後
と
く
ら
し

の
知
恵

、
老
い
と
の
つ
き
あ

い
上
手

講
師

吉
沢
勲
氏
(

老
人
福
祉

評
論
家
)

定
員

2
0
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話

受
付
開
始

1
0月
7
日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
栄
養
担
当

仕

事

ご
利
用
く
だ
さ
い

授

産

場

簡
易
な
手
作
業
を
希
望
す
る

高
齢
の
方
は
、
授
産
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

作
業
内
容

箱
折
り
、
箱
詰
め

な
ど
の
手
作
業
。
施
設
内
で

の
作
業
と
自
宅
作
業
の
2
種

類
が
あ
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

▽
千
住
元

町
授
産
場

・
‘
(
3
8
8
1
)
　

▽
青
井
授
産
場

昔
(
3
8
　
8
9
)
0
6
8
1

高
年
齢
者
の

就
業
相
談

1
0月
は
、
高
年
齢
者
雇
用
促

進
月
間
で
す
。お
お
む
ね
5
5歳

以
上
の
方
の
就
業
相
談
を
行
い

ま
す
。

日
時

1
0
月
1
5
日
(
火
)
、午
後
　

1
時
～
4
時

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

内
容

仕
事
に
つ
い
て
の
各
種

相
談
、
求
人
情
報
の
提
供

※
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

入
会
受
け
付
け
も
し
ま
す
。
入

会
希
望
の
方
は
、
印
か
ん
お
よ

ぴ
年
会
費
6
0
0
円
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

▽
足
立
公
共
職
業

安
定
所
(
(
ロ
ー
ワ
ー
ク
足

立
)

昔
(
3
8
8
2
T
2
　
8
7

▽
飭
足
立
区
ジ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
S
(
3
　
8
5
9
)
2
5
6
1

▽
墨

田
高
年
齢
者
就
業
相
談
所
　

岔
一
{
3
6
2
5一一
7
6
6
8

お
し
ら
せ

区
役
所
本
庁
舎
(
千
住
)

地
下
駐
車
場

の
利
用
中
止

清
掃
の
た
め
、
1
0
月
1
2
日

(土
)

は
、
地
下
駐
車
場
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、
剛
足
立
区
ま

ち
づ
く
り
公
社
雲
(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

ま
で
。

競
争
入
札

参
加
願
い物

品
の

追
加
受
付

4
年
度
に
、
区
の
物
品
買
入

等
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
方
は
'
K
の
と
お
り

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

1
0
月
2
1
日～
2
5
日

受
付
胯
間
午
前
9
時
3
0
分～
　

午
後
4
時
(
正
午～
午
後
1
　

時
を
除
く
)

受
付
場
所

本
庁
舎
4
階
契
約

課
用
紙

東
京
都
財
務
局
所
定
用

紙
用
紙
販
売
所

東
京
都
弘
済
会

(都
庁
第
二
庁
舎
I
階
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
契
約
第
二
係

道

路

撤
去
自
転
車
の

返
還
時
間
延
長

。放
置
自
転
車
な
く
し
て
さ

わ
や
か
駅
前
広
場
″

こ
れ
は
、
昨
年
東
京
都
が
募

集
し
た
標
語
の
入
選
作
品
で

す
。
区
で
は
、
歩
行
者
の
安
全
、

環
境
美
化
、
緊
急
車
両
の
進
入

路
を
確
保
す
る
た
め
、
駅
前
3
0
0
a

以
内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車

を
撤
去
し
て
い
ま
す
。

近
く
へ
の
買
い
物
や
お
使
い

な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
歩
い
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
自
転
車
を
利

用
す
る
方
は
、
自
転
車
置
場
に

置
く
な
ど
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

自
転
車
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。撤

去
し
た
自
転
車
の
返
還
時

間
を
1
0
月
1
日
か
ら
、
延
長
し

て
い
ま
す
。

返
還
時
間

午
前
9
時
～
午
後

6
時
百
曜
・
祝
祭
日
、1
9
1
　

月
2
9
日
～
1
月
3
日
を
除
　

く
)

撤
去
料
2
千
円
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
徴
収
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

自
転
車
対
策
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

住
ま
い

違
反
建
築

防
止
週
間

1
0月
1
1～
1
7日

1
0
月
1
1
～
1
7
日
は
、全
国
一

斉
の
違
反

建
築
防
止
週
間
で

す

。区
で
は
1
0月
1
4
日
に
違
反
建

築
取
締
り
の
た
め
、
一
斉
公
開

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
平
常
の
監
視
活
動
を

強
化
し
、
違
反
建
築
工
事
を
早

期
に
発
見
し
、
違
反
を
無
く
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

建
築
監
察
係

不
燃
化
建
物
に
建

て
替
え
ま
せ
ん
か

区
と
黼
足
立
区
ま
ち
づ
く
り

公
社
で
は
、
大
震
火
災
時
の
安

全
な
避
難
路
、
延
焼
遮
断
帯
を

整
備
す
る
た
め
不
燃
化
促
進
助

成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進

区
域
の
中
で
、
各
地
区
の
指
定

期
間
内
に
、
一
定
の
基
準
に
あ

っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方

に
助
成
し
、
建
物
の
不
燃
化
を

促
進
す
る
も
の
で
す
。
現
在
、
1
2

地
区
(
表
4
)
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

□
不
燃
化
建
て
替
え
相
談

不
燃
化
促
進
助
成
事
業
を
利

用
す
る
に
し
て
も
、
い
ざ
建
て

替
え
と
な
る
と
、
資
金
、
税
、

法
律
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

区
と
ま
ち
づ
く
り
公

社
で

は
、こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
、

建
て
鰆
え
や
す
く
す
る
た
め
、

不
燃
化
建
て
替
え
相
談
所
を
区

内
3
ヵ
所
に
開
設
し
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
建
築
相
談
、

建
て
替
え
に
伴
う
税
務
相
談
な

ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
対
象
地
区

内
で
建
て
替
え
相
談
に
采

ら
れ
な
い
方
に
は
、
不
燃

化
相
談
員
(
ま
ち
づ
く
り

カ
ウ
ン
セ
ラ
古

が
お
宅

に
伺
い
、
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
(
対
象
地
区
内
に
は
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
ま
す
)
。

相
談
場
所
お
よ
び
日
時

表
5
　

の
と
お
り

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)

・
ま
ち
づ
く
り
課
、
継
足

立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社
　
S

【
'
3
6
0
4

心
了
7
6
2

表4　 不燃化促進区域

表5　 相談所および10 月の相談日

( いずれも午後1 時30 分～3 時30 分)
※ まちづくり公 社では、随時相談を行っています。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

つ
く
ら
れ
た

部
落
差
別
(
1
)

同
和
問
題
は
。
女
性
や
障

啓
者
の
問
題
と
共
通
す
る
差

別
の
問
題
で
、
人
権
と
深
い

関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
同
和

問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
た

め
に
は
。
身
分
制
度
の
歴
史

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
、
支
配
者
で
あ

る
戦
国
大
名
に
と
っ
て
、
自

分
の
立
場
を
安
定
さ
せ
る
た

め
に
、
民
衆
の
大
部
分
を
占

め
る
農
民
を
、
ど
の
よ
う
に

支
配
す
る
か
が
大
き
な
課
題

で
し
た
。

農
民
か
ら
支
配
権
力
の
座

に
つ
い
た
豊
臣
秀
吉
は
、
民

衆
の
力
を
知
り
す
ぎ
る
ほ
ど

知
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ

で
農
民
の
力
を
も
ぎ
と
り
完

全
に
支
配
す
る
た
め
に
、
ま

ず
「
刀
狩
り
」
で
大
衆
の
武

器
を
取
り
上
げ
、「
検
地
」
に

よ
っ
て
農
民
を
田
畑
に
縛
り

つ
け
ま
し
た
。

こ
の
刀
狩
り
や
検
地
は
、

農
民
か
ら
武
器
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
。
武
士
と

農
民
と
を
分
離
さ
せ
、
そ
の

身
分
を
固
定
化
す
る
目
的
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
策
が
、
江
戸

時
代
に
な
り
徳
川
幕
府
の
民

衆
支
配
の
必
要
か
ら
。「
身
分

制
度
」
と
し
て
確
立
さ
れ
て

い
く
の
で
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
同
和
対
策
担
当

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
手
話
教
室
(
基
礎
)

1
0

月
か
ら
毎
週
水
曜
日

、
午
後
7

時
～
8
時
4
0
分
/
中
央
本

町
セ
ン
タ
ー
/

会
費
5
0
0円
(

半
年
分
、
テ
キ
ス
ト
代
別
)

/
小
林

き
(
3
6
0
5
)
0
7
3
1

☆
足
立
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

1
0
月
6
日

百
)
、
午
前
1
1
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
の
場
合
は
1
3日
)

/
都
市
農
業
公
園
駐
車
場
/

出
店
も
で
き
ま
す
/

友
本

昔
(
3
8
5
5
)
3
3
5
0

☆
盆
栽
と
園
芸
の
展
示
会

1
0
月
1
2
日
～
1
4
日
(
1
2
日
は

正
午
か
ら
)
/

足
立

農
協

(
入
場
無
料
)
/

各
日
先
着
5
0

人
に
植
物
進
呈
/
春
日
#
S
(
3
8
5
2
)
6
9
1
4
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第
4
4回

区
民
体
育
大
会

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
・
場
所
・
競
技
種
目

▽

H
月
1
0日

、梅
田
セ
ン
タ
ー
。

シ
ン
グ
ル
ス
…
男
女
と
も
1
　

部
(
オ
ー
プ
ン
)
・
H
部
(
中
　

級
者
)
・
Ⅲ
部
(
初
心
者
)
　

▽
1
1
月
2
4
日
、総
合
ス
ポ
ー
　

ツ
セ
ン
タ
ー
、ダ
ブ
ル
ス
・
・
・
　

男
女
と
も
1
部
(
オ
ー
プ
ン
)
　

・
H
部
(
中
級
者
)
・
Ⅲ
部
　

(
初
心
者
)
・
Ⅳ
部
(
A
-
3
5
　

歳
～
4
5
歳
の
2
人
1
組
、B
　

-
4
5歳
以
上
の
2
人
1

組
)

※
い
ず
れ
も
、午
前
9
時
か
ら
。

対
象

区
内

在
住

・
在
動
の

方

、
お
よ
び
協
会
会
員

費
用

▽
シ
ン
グ
ル
ス
…
―
人

千
円

▽
ダ
ブ
ル
ス
・
:
―
組

2
千
円

申
込
方
法

費
用
を
持
参
の
う

え
、
直
接
申
込
先
へ

申
込
期
限

各
大
会
の
1
0日
前

申
込
・
問
合
せ
先

ツ
バ
メ
ヤ

ス
ポ
ー
ツ
店

千
住
3
-
1
9
　
S
(
3
8
8
8
)
8
3
3
1

□
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

日
時

H
月
1
7日
(
日
)
、午
前

1
0時
1
午
後
4
時

場
所

千
寿
小
学
校
体
育
館

対
象

区
内

在
住
の
1
6
　

歳
以
上
の

方
種
目

▽
1
部
・・・

初
心
者

▽
H
部
…
上
級
者

費
用

3
0
0
円
(
H
部
の
み
)

申
込
方
法

費
用
を
持
参
の
う

え
、
当
日
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

長
谷
部
　
a
(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

日
時

1
2
月
8
日
(
日
)
、午
前
　

9
時
～
午
後
4
時

場
所

江
北
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

種
目

年
齢
別
個
人
戦
(
園
児

男
女
混
合
、
小
学
生
低
学
年

・
高
学
年
、
中
学
生
、
一
般

の
男
女
)

費
用

剳
円

申
込
方
法

費
用
を
持
参
の
う

え
、
直
接
申
込
先
へ

申
込
期
限

1
0月
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

斉
藤
安
江

六
町
―
-
9
-
5

き
(
3
8
8
4
)
0
9
0
0

足 立 区
観光写真コンクール

展 示 会

第
5
回
足
立
区
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
、
中

央
本
町
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
で
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

展
示
期
間

1
0月
1
6日
～
2
2日

※
現
在
、
第
6
回
足
立
区
観
光

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
区
観
光
協
会

事
務
局
(
中
央
本
町
庁
舎

。

商
工
振
興
課
内
)

l
(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

地
域
指
導
者
養
成
講
座

「
異
文
化
に
親
し
む
」

「
国
際
化
」
を
テ
ー
マ
に
、

青
少
年
団
体
の
指
導
者
を
養
成

し
ま
す
。

日
時
・
場
所
・
内
容
等

左
表

の
と
お
り

対
象

1
6歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
動
・
在
学

の
方
で

、
地

域
活
動
に
興

味
の
あ
る
方

定

員

5
0
人

(先
着
順
)

費
用

実
費
負

担
申
込
方
法

電

話
、
ま
た
は

(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、

性
別

、
電
話

番
号

、
所
属

団
体
名

、「
地
域
指
導
者
養
成

講
座
希
望

」
と
明
記

申
込
期
限

1
0月
1
4
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇

住
)
・
少
年
育
成
係

豐
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

地 域 指導 者 養 成講 座 日 程 表

情 報 コ ー ナ ー

世 帯 と 人 口( 3 年9月1日 現在)
世 帯　250, 277
人 囗　644, 235 人

男　327, 444 人
女　316, 791 人

青 年 セ ン タ ー の 催 し

「電脳 情 報生 活 達人 」 講座

最 新 のパ ー ソ ナル情 報 メデ ィ アの
活 用 方 法 を4 回 に 分 け て 伝 授 し ま
す。
日時 10月29日、11月14・28日、12　

月12日、いずれも午後7時～9時
講師 須田 旱氏( 「DI ME 」テ クニ

カ ルラ イタ ー)
定員 40人( 先 着順)
費 用 無料

新し い 書 道 「墨 ・ アート 」

教本 を 使わ ない ユニ ーク な感 覚 の
書 道。 書゙ く 、、とい うよ り 描゙ く 、、感
覚 で墨 と 遊ん で みま せ んか。
日時 10月30日、11月13・27日、12　

月11日、いずれも午後7時～9時
対 象 区 内 在住 ・在 勤 ・在 学 の青 年

男 女
講 師 坂 内蠢 恵 氏( 書道 冢)
※ 筆 は、 各自 で ご用 意 くだ さい 。
定 員 各 回30人( 先 着 順)
費用 各 回 教材 費500円

地球 ボ ラン ティ ア セミ ナー
第3 回ゴミ がわ かる キ ーワ ード70

日 時 10月18日( 金) 、午後7時～9時
講 師 中 村 玲 子 氏( 「 ゴ ミ が わ か る キ

ー ワ ー ド70 」 著 者)
定 員 40 人( 先 着 順)
費 用 無 料

子 育 て 講 座
日時 10月9日( 水) 、午前1( l 埓～正午
対 象 区 内在 住 ・在 勤・ 在学 の 方
内 容 子ど も の言 葉 の発 達
講 師 久保 田 浩氏( 白梅 短大 教 授)
定 員 80人( 先 着順)
費 用 無 料
※ お 子 さ んの 保 育も 行い ます( 保険
料 実費 負 担) 。
申 込方 法 当 日 直接 会場 へ

い ず れも
申 込方 法 電 話予 約( 子 育て 講 座を

除く)
場 所・申 込・問 合 せ先 青 年セ ンタ ー

1*3890 ―0061

〝た ん せ 祭 〟の
ボランティアを 募集

日時 10月20日( 日) 、午前9時～午　
後4 時

対象 障 害者 と一 緒 に お祭 りを 楽 し
ん でく ださ る 方

内容 模 擬店 や ゲ ーム コ ーナ ーの 手
伝 い、 車 イスを 押 す など の 介助 等

募集 人員 10人 程度
申 込 方法 電 話

場所 ・申 込 ・問 合 せ先 東部 障 書福
祉 総 合 センタ ー

05682 ―5370

女 性 総 合 セ ン タ ー の 催 し
女 の フ リ ー ス ペ ー ス

芸術 の中 の女 性 解放
フ ェミ ニ ズ ム・ ア ート の 挑戦

区 内在 住 の西 山千 惠 子( 女 性学 研
究 者) さ ん が、 最 近の アメ リカ で の
調査 を踏 まえ 、フェ ミニ ズ ム・ア ート
の現 状を お 話し ま す。 男 性の 方も 、
ぜひ どう ぞ。
日時 10月21日( 月) 、午後6時30分　～

81吟30う}
費用 無 料
申 込 方法 電 話 、ま た は 直接窓 口

女性 史講 座 「地 域 女 性 史 概 論」

地域 女性 史 の 到達 点を 探 り、 地 域

女性 史に 取り 組 むグ ル ープ と の交 流
会を 開 催し ます 。男 性 の 方の 参加 も
大歓 迎で す。
日 時 10月26日( 土) 、午後2時～5　

時
講 師 古庄 ゆき 子氏( 別 府 大学 教 授)
定 員30 人( 先 着 順)
費用 無料
申 込 方法 電 話 、 また は ハガ キに 住

所 、氏 名 、年齢 、職業 、電 話 番 号、
「地 域女性 史 概論 参加 希望 」と明 記

申 込 期限10 月19 日消 印有 効
い ずれ も

場 所 ・申 込 ・問 合 せ先 女 性 総合セ
ン タ ー 〒123 梅 田7 ―33―1 工
ル ・ソ フ ィア 内H3880 ―5222あ だ ち

スポーツフ ェステ ィバル

歩け歩 け大 会
遅 いあ な た が主 役で す。 気 軽 に

楽し く 歩き ま せん か。
日時 10月10日( 貎) 、午前83530　

分～9時30分に受付( 小雨決行、
雨 天 中止 の 場合 は10月13 日)

コ ース じ>Aコース( 10㎞) ・・・虹　
の広場～江北橋～虹の広場[ >　
Bコース( 16f a) ・・・虹の広場～　
江北榲～虹の広場～東京武道剱　～

し ょう ぷ沼 公 園
申 込 方 法 当 日。受 付 時問 に スタ

ート 地点( 荒川 千住 新 橋緑 地 ・
缸 の 広場) へ

※ 参加 者に は、 サン バ イ ザー をさ
し あ け ます 。 昼食 は各 自で 持 参し
てく ださ い 。 なお 、当 日 は模 擬 店
も出 后し ます 。
問合 せ 先 本 庁舎( 千 住) ・ 体育

振 興 係03882 ―1111㈹

10月13 日から19日は

行政 相談 週間
総 務 庁で は、 皆 さん に 行政 相 談

制度 を より い っそう 理 解し て いた
だく た め、 毎 年10月にF 行政 相談
週間 」 を設 け、 各 種の 行 事を 行 っ
てい ま す。区 で も 行政 相談 委員 が 、
各 省庁 、公 社 、公 団、 区役 所 等の
仕 事に 関す る 要望 や苦 情な ど につ
い て。次 のとお り「行 政特 設相 談」
を 行い ます 。お 気 軽に ご 相談 くだ
さい 。 相談 は 無料 、秘 密 は厳 守し
ま す。
日時 ・ 場所 D10 月14・17日 、西

新井 区民 ギ ャラ リ ー( サテ ィ4　
階) 10 月18日 、本 庁舎( 千 住)
・区民 相 談 室

※ いずれも、午後1時～4時
問 合せ 先 本 庁舎( 千 住) ・ 区民

相談 室B3882 ―1111㈹

しまね園祭
遊びにおいでください

軽費老人ホームしまね園では、
10月14日～20日までFしまね闌祭」
を 行い ます 。 秋の 一 日を お楽し み
く ださ い。
日 時・ 内容 等 下 表 のと おり
場 所・ 問合 せ先 し まね 園 島 根

2 ―24―21J 3885 ―4601

さ わやかなひとときを
第18回　足立区
心身障害者(児) 体育祭

普段 、体 を勳 か す機 会 の少 ない
皆さ ん 、一緒 に 汗を 流し てみ ませ
ん か。 障害を も つ人 も 、も た ない
人 も ど なた でも 参 加で き ます 。
日時 10月6日( 日) 、午前9時30　

分～午後4時( 雨天中止)
場所 第四中 学 校
問合 せ 先 本庁 舎( 千 住) ・ 障害

福 祉 課計 画調 整係
03882 ―1111㈹

10月 の安売りデー
青 果物 10月16日( 水) ・・・黄 緑の

ノ ボリ のあ る お 店
魚 10月18日( 金) … 青い ノ ボリ

の あ るお 店
主 催 し>東 京 都青 果物 商業 協同 組

合千 住・ 西新 井 ・綾 瀬支 部　
関 東 水産 物商 業 協同 組 合西 新井
・ 千 住支 部

後援 足 立 区

法 律 相 談( 予約制… 電話予約可) 区民相談室　　　( 3882) 1111(代)
□ 区 役 所 本 庁 舎1 階 区 民 相 談 室

相談日は、巒週月・木● 日、午概　
1時～4哺

□ 中 央 本 町 庁 舎2 階 相 談 室
相談日は、黹月妬2・4水・日、午後　
1眄～4眄

RECYCLE PAPER
- 森林資源を大切に-

H. A. 259, 000


